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１．監査の概要 

 

１-１ 技術調査対象工事名称 

木津内田山線道路改良工事 

 

１-２ 調査実施日 

令和３年 1月１５日（金） 

 

１-３ 調査場所 

市役所全員協議会室及び工事施工現場 

 

１-４ 技術調査業務（報告書共）実施技術士 

 協同組合 総合技術士連合 

   外丸 敏明    技術士（建設部門/総合技術監理部門） 

〒５３０-００４７ 大阪市北区西天満５丁目１番１９号（高木ビル４０８） 

 

１-５ 監査執行者 

監査委員（代表） 西井 正  

監査委員（議選） 伊藤 紀味枝  

 

１-６ 調査立会者 

監査委員（行政委員会）事務局   

事務局長 尾﨑 元紀  

局次長 西置 秀之  

係長 乾   洋敏  

 

１-７ 工事内容説明者 

建設部   

建設部長 滋井 邦明  

建設課長 久保田 明  

主幹 生抜 利晃  

係長 渡辺 朝康  

技師 福井 亮太  
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１-８ 工事概要 

１-８-１ 工事場所 

木津川市 木津 地内 

 

１-８-２ 工事内容 

場所打擁壁工 Ｖ＝  １２３㎥ 

側溝工         自由勾配側溝 Ｌ＝   ７２ｍ 

側溝工         縁石街渠Ａ１ Ｌ＝  １５９ｍ 

防止柵工       メッシュフェンス Ｌ＝  １６０ｍ 

路体盛土工 Ｖ＝１，１７０㎥ 

 

１-８-３ 工事請負業者 

 平山建設工業株式会社 

 現場代理人 平山 正勝  監理技術者 平山 正勝 

 

１-８-４ 設計業務委託者 

株式会社 日照技術コンサルタント（道路予備設計） 

株式会社 キクチコンサルタント（道路詳細設計） 

 

１-８-５ 事業費 

請負金額 ４４，６４２，４００円（税込） 

 

１-８-６ 工事期間 

令和２年９月２日 ～ 令和３年３月３１日 

 

１-８-７ 工事進捗状況 

計画７２．０％、実施７２．０％（令和２年１２月末日現在） 
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２．監査の結論 

１工事調査資料及び関係書類並びに現地調査のうちからサンプリングを行った。各プロセスの技

術調査着眼点について所定の検査項目及び不可視部分の試験以外の記録による確認等の質

疑応答を行った。質疑に関する回答（口頭及び資料による）は、十分なものであった。技術調査の

結果、工事全般に関する大きな問題点は見当たらなかったのでサンプリング範囲では非常に良

いと認めた。 

２サンプリングにより調査した事項のうち主な内容の要点を「３．監査の所見」計画・実施・確認検

証の項に沿って示し、注意、要望、検討を要する点については、改善の項にそれぞれ記すものと

する。 

３ 

３．監査の所見 

３-１ 計画 

３-１-１ 工事の目的 

既存道路は、木津高等学校への通学路を兼ねている。幅員は狭小で、歩車道の分離が

なされていない状況である。また、緊急車両の通行も困難である。このため、木津駅前

東線と木津高等学校を結ぶ道路を、木津中央地区界を沿うように新設し歩行者と車両の

安全な通行を図るため整備を行うものである。 

 

３-１-２ 設計方針 

工事の目的から、歩行者と車両の安全な通行を図るため整備を行うものである。このた

め、設計は「第４種４級」の道路であり周辺景観や施設との調和を考慮して設計を行って

いる。 

 

３-１-３ 積算基準等（主要なもの） 

（主要な計画・調査・実施設計等に使用した基準・指針・調書等） 

No 図書の名称 著者 発行年月日 

1 土木設計業務等共通仕様書（案） 京都府 平成25年3月 

2 道路構造令の解説と運用 （社）日本道路協会 平成27年6月 

3 改訂 平面交差の計画と設計 （社）交通工学研究会 平成19年7月 

4 路面標示設置マニュアル （社）交通工学研究会 平成24年1月 

5 道路の移動等円滑化整備ガイドライン （社）国土技術研究センター 平成22年9月 

6 道路土工 各種 （社）日本道路協会 最新版 

7 設計便覧（案）共通編・道路編 近畿地方整備局 平成24年4月 

8 土木工事数量算出要領（案） 近畿地方整備局 平成27年度版 

9 公共測量作業規程の準則 （社）日本測量協会 平成28年3月 
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（主要な単価・歩掛・積算・設計書作成に使用した基準・指針・調書） 

（積算） 

 

３-１-４ 入札・契約 

入札は、一般競争入札であり、令和２年８月２６日に入札し、応札業者は落札業者他合計７者

である。契約は、工事請負契約の「契約約款」に基づき、令和２年９月２日に締結している。 

 

３-１-５ 保証、保険 

① 履行保証は、西日本建設業保証株式会社と請負代金額の 10％について、受注者から

の提出書面を適正に管理している。前払金保証は、西日本建設業保証株式会社と請

負代金額の 40％について、受注者からの保証証書の寄託を受けて適正に管理してい

る。 

② 建設業退職金共済制度の掛金収納書は、適正に管理していることを確認した。 

③  請負業者賠償責任保険は、契約書の写しを提出させ確認している。 

④ 労災保険成立証明願の提出を受けて、作業所において労災保険関係成立票の掲示を

している。 

 

３-１-６ コスト縮減・効率化対策 

設計に際し、手戻りのないように「土木構造物標準設計図集」の選定表により選定し

コスト縮減に努めている。改善提案等の効率化に寄与する事例は無かった。 

 

No 図書の名称 著者 発行年月日 

1 土木標準積算参考資料 京都府 令和２年度 

2 土木工事標準積算基準書（共通編） 建設物価調査会 令和２年度 

3 土木工事標準積算基準書（河川・道路編） 建設物価調査会 令和２年度 

4 建設物価 建設物価調査会 ２０２０．６月号 

5 積算資料 経済調査会 ２０２０．６月号 

単価・歩掛の無い場

合の取扱、市場流通

単価の把握と利用 

土木標準積算参考資料【令和 2 年度、京都府】のとおりであ

る。 

数量算出、設計書の

照査 

コンサルタントで図面、数量計算書が納品されている。その

後、担当者が発注用に組み替えした設計書を、課内において設

計担当者、検算者、管理者により照査を行っている。 

特記事項 京都府土木設計積算システムを採用している。 
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３-２ 実施 

３-２-１ 品質管理（主に施工管理） 

施工計画は、所定の承認を得て作成している。主に、準備工・構造物取壊し工・擁壁工・

排水工・縁石工・側溝工・舗装工・道路土工について計画している。舗装工は業者選定段

階と思われ施工計画書での記載は無かった。各工種着手前に工事の施工内容を確認するこ

とが必要である。 

 

３-２-２ 原価管理 

 原価管理は設計照査や事前調査を行うことで、費用が出ないように管理している。設計

照査による工事開始に伴う確認は口頭で実施し問題は無い。事前調査では、工事測量・工

事支障物件調査を実施し手戻りが無いようにしている。 

 

３-２-３ 工程管理 

工事は、令和２年１２月末日現在、計画７２．０％、実施７２．０％である。令和２年１１月

末日では、計画５３．０％、実施３０．０％で遅れていた。工程の遅れの原因である生コ

ンクリートの出荷について、プラントとの密なコミュニケーションを図り改善している。 

 

３-２-４ 安全衛生管理 

工事は、労働安全衛生面での無事故・無災害及び第三者災害も無く推移している。主に

ＫＹＫ（危険予知活動）や安全パトロール、安全教育を実施している。さらに緊急時連絡

系統図により緊急時の対応に備えている。 

 

３-２-５ 環境管理 

周辺の生活環境対策として、重機等による騒音・振動対策に努めている。「衝撃力の低

減」、「低速運転の励行」、「空ふかしを避ける」等に注意している。 

また、水質汚濁対策として油や廃棄物による河川の汚染等が無いように作業員に周知し

ている。さらに廃棄物対策は所定の廃棄物処理計画書を作成して適正に運用している。 

自然環境対策は、工事区域外の立木や地形をいためないように作業をしている。 

 

３-２-６ 法令遵守 

 工事の各プロセスについて、発注者の要求事項や法令等を遵守し工事をしている。また、利害

関係者（地元住民、発注者、協力会社等）の要求も理解し工事をしている。 
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３-３ 確認検証 

３-３-１ 品質管理 

重力式擁壁工のコンクリート強度試験をサンプリングした。測点Ｎｏ．０＋２．０で、

σ２８は実測値２７．７Ｎ／ｍ㎡に対し、設計基準値２１Ｎ／ｍ㎡で合格している。 

３本のデータは２７．６Ｎ／ｍ㎡、２８．４Ｎ／ｍ㎡、２７．１Ｎ／ｍ㎡であり適正に

管理している。 

 

３-３-２ 出来形管理 

重力式擁壁工の天端幅を現場にてサンプリングした。Ｎｏ．０＋１０で、幅については

実測４１０mm、設計４００mm、誤差±１０mm、規格値－３０mm で合格している。 

その他の出来形のデータは竣工時に提出されるため現在整理中であるが個々の管理基

準に沿って工程内で検査確認している。 

 

３-３-３ 写真管理 

全般に、写真管理はデータに残されており確認できなかった。写真管理は、整理された

数値が見えるように撮影することや、不可視部分や安全管理の状況も適正に管理する必

要がある。 

 

３-４ 改善 

① 舗装工は重要工種であり、工事内容一覧表に盛り込んで整理することを推奨する。 

② 舗装工の透水性アスコンの記載が無かった。空げきのあるポーラスな材料であり

記載することを推奨する。 

③ 設計照査を実施している。該当事項が無い場合でも記録を残すことを推奨する。 

④ 指定機械一覧表と盛土材締固め機種が一部不整合である。重要工種であり整合さ

せることを推奨する。 

⑤ 工事巡回では以下の内容を検出した。 

・重力式擁壁工は高さ２ｍ以上の箇所があり高所作業になる。対策を講じること

を推奨する。 

・盛土部の天端は高さが２ｍ以上で勾配が４０度未満である。高所作業の危険性

は無いが注意喚起をするなど対策を講じることを推奨する。 
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４．工事写真 

 

 
内   容：  

 

法定掲示板の掲示状況 

 

 

 

 

 

 

 
内   容：  

 

施工状況 

 

 

 

 

 

 

 
内   容：  

 

施工状況 

 

 

 

 

 

 以上 


